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研究成果の概要（和文）：MFI，MOR，MTW，TON型ゼオライトの60～100nmのナノ結晶合成に成功した。これらは、形状
選択性を有しながら拡散抵抗が無視小である構造性活性点とみなせる。さらに、ゼオライトの酸点の強度の制御法とし
てFeを骨格内に導入したMFIとMTWのナノ結晶の合成に成功した。調製したMTWナノ結晶は2メチルナフタレンのメチル化
反応に対して、高い活性を示した。この反応を高圧の液相反応とすることで、活性劣化を無視小とすることに成功した
。このMTWナノ結晶触媒を積層した構造性触媒膜を得ることに成功した。今後、触媒膜をジメチルナフタレン合成に適
用する研究を継続する。

研究成果の概要（英文）：Nano-sized crystals of MFI, MOR, MTW and TON zeolites were successively 
synthesized. These crystals can be regarded as structured active sites with negligibly small resistance 
to mass transfer. Furthermore, these acidic properties were succeeded to be controlled by inserting Fe 
into their frameworks. MTW nano-sized crystal catalyst thus obtained showed high activity for methylation 
of 2-methyl-naphtalene. The deactivation of the catalyst could be remarkably prevented in liquid phase 
reaction under high pressures. MTW nano-sized crystal-layered catalyst membranes were successively 
prepared. The research on their application to the methylation is continuing, to confirm its validity.

研究分野：触媒反応工学

キーワード： ゼオライト　ナノ結晶　フェリシリケート　ジメチルナフタレン　アルキル化　高圧液相反応　ゼオラ
イト膜　構造性活性点
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ケイ酸塩の結晶であり
種々の低級炭化水素，無機ガスの分子径とほ
ぼ等し
子サイズの大きさにより分子を篩い分ける
ことができる（分子篩効果）。そのため
オライト触媒のミクロ細孔は分子篩能と高
圧場の特異な反応場を同時に与えるため
い活性と選択性（形状選択性）を実現する場
を与える。この特異な触媒特性を活用
とでして有用物質を選択的に生成する反応
プロセス
 そこで、
β,β-ジメチルナフタレン
するゼオライト触媒の開発反応プロセスの
開発に関する研究を実施した。
 
２．研究の目的
本研究の目的は
ノ結晶の合成と
原料である
る精密形状選択的反応プロセスを開発する
ことである。
た。1)
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媒膜の調製
の劣化抑制反応
 
３．研究の方法
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気相での
には固定床流通式反応器を用いた。反応温度
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ン：メタノール：メシチレン＝
15：70
により得られた生成液およびガスはガスク
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